
 今後の検討課題 地域による高齢者支援（イメージ）   ～提言を受け検討に取り組まれたい～ 
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高齢者相談員制度の見直し 

高齢者相談員が地域支援活動のキーパーソン

となるような仕組みと高齢者相談員の拡充につ

いて検討が必要 

ボランティアの育成 

実態調査結果では、ボランティ活動は、地

域福祉の大きな原動力となっている一方、

ボランティアの高齢化や数の不足などの問

題が生じている。ボランティアの育成は急

務な課題となる。 

高齢者支援活動に対する支援体制の整備 

高齢者を支える地域住民による主体的な

活動の支援人が必要である。 

この支援人には各々の団体等が活動を続

けていくうえでのアフターケア的な相談機

能が求められ、また団体間の横の連携を

図り、地域の課題や目標を共有できるよう

支援する役割が求められる。 

各団体の交流を促進する「（仮称）
地域サポート連絡会」の設置 
 
地域で活動する団体は多く、精力
的に活動を行っているが、お互い
に連携して活動に取り組む機会が
少ない。また各々が抱えている課
題等について情報共有の機会が
十分でなく、団体間の連携が不足
している。社会環境や家族形態の
変化で特定の団体では解決でき
ないこともあるため、各種団体間
の新たな連携を図る組織の検討
が必要。 

 

地域包括支援センターの拡充 

地域包括支援センターは高齢者の地域支援を支えるネットワークの中心として

大きな役割を担っている。 
地域による高齢者支援体制を拡大するにあたり、体制を充実させることが必要 
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